
 

 

 

平成２４年度 

教育委員会の点検と評価 

    

 

 

 

 

 

 

平成２５年６月 

川越町教育委員会 



目 次 

 

 

Ⅰ 点検・評価の実施       … … … … … … … … … …  １ 

 

Ⅱ 点検・評価の目的       … … … … … … … … … …  １ 

 

Ⅲ 点検・評価の対象       … … … … … … … … … …  １ 

 

Ⅳ 点検・評価の流れ       … … … … … … … … … …  １ 

 

Ⅴ 学識経験者の知見の活用    … … … … … … … … … …  ２ 

 

Ⅵ 実施方法の改善        … … … … … … … … … …  ２ 

 

Ⅶ 自己評価           … … … … … … … … … …  ２ 

 

Ⅷ 点検・評価の項目体系と目標  … … … … … … … … … …  ３ 

 ・ 教育委員会の活動      … … … … … … … … … …  ３ 

 ・ 学校教育分野の活動     … … … … … … … … … …  ４ 

 ・ 社会教育分野の活動     … … … … … … … … … …  ７ 

 

Ⅸ 点検・評価          … … … … … … … … … …  ９ 

 ・ 教育委員会の活動      … … … … … … … … … …  ９ 

 ・ 学校教育分野の活動     … … … … … … … … … … １０ 

・ 社会教育分野の活動     … … … … … … … … … … １７ 

 

総評               … … … … … … … … … … １９ 

 



 - 1 - 

Ⅰ 点検・評価の実施 

 

 

 

 

 

 

■  地教行法改正のポイント 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 点検・評価の目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＰＬＡＮ ＤＯＡ Ｃ Ｔ Ｉ Ｏ Ｎ Ｃ Ｈ Ｅ  
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Ⅲ 点検・評価の対象 

 

 

 

 

Ⅳ 点検・評価の流れ 

 

 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（以下「地教行法」という）の一部改

正により，教育委員会は，毎年，その権限に属する事務の管理及び執行の状況に

ついて点検・評価を行い，その結果に関する報告書を作成し，議会に提出するとと

もに，一般に公表いたします。 

教育委員会制度では，首長から独立した合議制の教育委員会が決定する教

育行政に関する基本方針のもと，教育長及び事務局が広範かつ専門的，具体

的な教育行政の事務・事業を執行します。また，それらが適正かつ的確に執行

されているかをチェックし，それをもとに常に改善していく必要性があります。 

川越町教育委員会では，より充実した教育行政を進めるとともに，開かれた

教育委員会の推進を図り，町民の皆様への説明責任を果たすため，この点検・

評価を積極的かつ効果的に活用します。

教育委員会が前年度に実施した施策等（事務・事業）を点検・評価します。 

１ 教育に関し学識経験を有する者の知見の活用を図りつつ，点検・評価を行う 

２ その結果に関する報告書を作成し，議会に提出する 

３ 一般に公表しなければならない 

前年度に実施・推進した施策等について，点検・評価を行い，議会への報告及び

町民への公表を行います。 
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■ 実施スケジュール 

１ 前年度 点検・評価方法の確認 

２ ４ 月 
評価項目，取組結果の整理 

教育委員会での点検・評価 

３ ５ 月 
学識経験者への意見聴取 

教育委員会のまとめ 

４ ６ 月 議会への報告 

５ ７ 月 町民への公表（町広報・ＨＰ等） 

 

Ⅴ 学識経験者の知見の活用 

 

 

 

 

 

■ 学識経験者 

川越高等学校  校 長     秦  欣二 さん 

前・川越北小学校ＰＴＡ会長  松岡 弘高 さん 

 

Ⅵ 実施方法の改善 

 

 

 

 

Ⅶ 自己評価 

 

 

 

■ 自己評価（達成度）の判断基準 

       評             価  達  成  度 

Ａ 達成している。 9 0 ～ 1 0 0 ％ 達 成 

Ｂ ほぼ達成している。 7 0 ～ 8 9 ％ 達 成 

Ｃ やや達成していない。 5 1 ～ 6 9 ％ 達 成 

Ｄ 達成していない。 ５ ０ ％ 以 下 

 

教育委員会の点検・評価の客観性を確保するため「教育に関し学識経験を有す

る者の知見を活用」します。 

これにより，教育委員会自らが行った点検・評価やその方法に対して公正・的確

な意見を述べていただき，この制度の客観性を確保し，効果性を高めます。 

教育委員会の点検・評価の実施方法等については，随時，改善を行い，より良い

点検・評価の形を求めていきます。 

項目ごとに，目標（達成指標）と成果・実績を比較・勘案して，判断基準に従って

自己評価を行います。 
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Ⅷ 点検・評価の項目体系と目標 

№ 施    策 目       標 達  成  指  標 

Ⅰ 

教
育
委
員
会
の
活
動 

１ 教育委員会の会

議の運営状況 

（１） 教育委員会会議の適切な開催の推進 

① 定期的・計画的な開催を図る。 

② 必要に応じて速やかに開催する。 

・定例開催日の設定（年間計画作成） 

・毎月の定例会開催（年１２回） 

・臨時委員会の、適切かつ迅速な開催 

（２） 教育委員会会議の運営上の工夫 

① 議案や議題を事前に通知する。 

② 町長等との懇談会を実施する。 

③ 当面の教育課題（学校教育・社会教育）について協議する。 

・重要事項の議案を事前通知 

・町長との懇談会の実施（年１回） 

・校園長会との合同開催 

・当面の重要課題について協議の実施 

２ 教育委員会活動

の保護者や地域

住民への情報発

信 

（１） 広報活動の充実 

① 町広報紙やＨＰを利用した広報活動を実施する。 

 

・川越町教育基本方針に基づく、学校・園の活動を紹介

する記事を広報紙等へ掲載（年２回）  

・「川越町教育基本方針」、「教育委員会の点検と評価」

をＨＰにて公開 

（２） 議事録の開示・公開の実施 

① 開示請求に応じて議事録を開示する。 

 

・開示請求に応じて、議事録を開示 

３ 教育委員の自己

研鑽 

（１） 研修会等への参加の推進 

① 県教委、市町村教委の研修会等へ積極的に参加する。 

・県教育委員会主催の研修会等への参加 

・県外で開催の研修会・研究協議会への参加、先進施設

等への視察の実施（年１回） 

４ 学校及び教育施

設の状況把握 

（１） 学校訪問の充実 

① 各校・園のオープンスクール、行事等へ積極的に参加する。 

② 教育委員会（会議）を、各校園で実施する。 

 

・オープンスクール、行事等への参加（各委員年５回） 

・教育委員会を各校園で実施（各校園１回） 

（２） 教育施設の状況把握 

① 学校・園や関連施設の状況を把握し、改善を促す。 

 

・学校・園や関連施設等の訪問と改善点の指摘 
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№ 施    策 目       標 達  成  指  標 

Ⅱ 

学
校
教
育
分
野
の
活
動 

１ 指導の重点 

☆ 一人ひとりが大切

にされる、教育の

推進 

（１） 確かな学力の育成 ＜知識・技能・知恵＞ 

① 言語力の育成をめざした指導の充実を図る。 

② 基礎的・基本的な学力の定着を図る。 

③ 学び合う授業の構築を図る。 

④ 家庭学習の定着を図る。 

・朝の読書活動の実施（小中） 

・児童・生徒の自己評価において、「読書に意欲的に取り組め

た」の項目が前年度よりも向上（小中） 

・ＣＲＴ〔学力調査〕等の実施（小２-６年・中１-３年） 

・教職員の自己評価「ＣＲＴの結果を十分に分析し、授業改善

が行うことができた」が前年度よりも向上 

・学校自己評価における学力向上に関する項目の評価値が、前

年度よりも向上（小中） 

・家庭学習習慣定着へ向けた、具体的な啓発活動の実施（小中） 

（２） 豊かな心の育成 ＜思いやる心・感動する心＞ 

① 人権・同和教育を中心にすえた教育活動の充実を図る。 

② 体験活動の充実を図る。 

③ 道徳的実践力の育成を図る。 

④ 規範意識と自己指導能力の育成を図る。 

・人権教育に係る研修会の実施（幼小中年３回） 

・学校や園における、お互いに「大切な存在」であることが認

め合える体験活動の設定と充実（幼小中） 

・人権意識調査（学校自己評価等）における「いじめは許さな

い」の項目で９０％を達成（小中） 

・児童生徒の問題行動報告件数の減少（小中） 

（３） 学ぶ意欲の育成 ＜学び続ける意欲・挑戦する意欲＞ 

① 学び続ける意欲を引き出す授業をつくる。 

② 主体的に粘り強く取り組む活動の推進を図る。 

③ 目標に準拠した評価の確実な実施を図る。 

④ 学習する意義と学習方法の指導の充実を図る。 

・学習における「挑戦の場」の設定（小中） 

・チャレンジカード等の、子どもの活動を促し意欲を高める手

立ての実施（幼小中） 

・児童生徒が、自分の将来について考える機会となり、学習意

欲の向上につながるキャリア教育の実施（小中） 

・評価の見直しにかかわる研修会の実施（小中） 

・学校自己評価の中の学習意欲に関する項目の評価値が、前年

度よりも向上（小中） 
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（４） 健やかな身体の育成＜運動を楽しむ力・健康安全意識＞ 

① 運動（遊び）の生活化を図る。 

② 保健・体育の授業の充実を図る。 

③ 自らの健康を管理・改善する資質や能力の育成を図る。 

④ 日常生活に生きる安全教育の充実を図る。 

・運動（遊び）の始まる環境の設定（幼小中） 

・運動のねらいを明確にした授業等の実施（小中） 

・生活習慣確立のため啓発（「早ね・早おき・朝ごはん」等）

の実施（幼小中年１回） 

・安全（防災）教室、避難訓練等の実施（幼小中） 

・自転車のマナー向上への具体的な取組の実施（小中） 

・防災教育の実施（幼小中） 

 

№ 施    策 目       標 達  成  指  標 

Ⅱ 

学
校
教
育
分
野
の
活
動 

２ 研修の重点 

☆ 教師の学びを支

える研修の推進 

 

（１） 学ぶ喜びを実感できる授業の推進 

① 校内研修活性化と授業を中心にした研修体制の確立を

図る。 

② 「学ぶ喜び」を実感させる授業づくりの推進を図る。 

 

・授業改善にかかわる研修会の実施（小中） 

・指導主事等、外部からの助言者の招聘（幼小中） 

・三重郡教育部会による授業力向上の取組（小中） 

（２） 生徒指導の充実と学級づくりの推進 

① 生徒指導の充実の推進を図る。 

② 学級づくりの推進を図る。 

・生徒指導力向上にかかわる研修会の実施（小中） 

・児童生徒についての情報交換の実施（小中） 

・ＱＵ調査において、１回目調査の適切な分析、２回目調査に

おける児童生徒の満足度の向上 

（３） 今日的教育課題に対応した研修の推進 

① 学ぶ意欲の低下、人間関係の希薄化、規範意識の低下、

耐性の欠如、自立性の不足、自己中心性等に対応する教

育活動の重点に関する研修の推進を図る。 

② 園・校の実情に応じた特色ある教育活動の推進のための

外部講師を招聘した研修を開催する。 

③ 特別支援教育を推進するため外部講師を招聘した研修

会の推進を図る。 

 

・町教委主催の教職員研修会の実施（年２回） 

・県、四日市市主催の研修会への参加（幼小中） 

・保幼小中連携推進会議（全教職員による合同協議会年２回、

担当者会議［ＷＧ会議］年３回）の実施 

・指導主事等、外部からの助言者の招聘（幼小中） 

・特別支援教育に係る研修会の実施（町教委主催年１回） 

・生活支援員、学習支援員を対象とした研修会の実施 

 



 - 6 -

 

№ 施    策 目       標 達  成  指  標 

Ⅱ 

学
校
教
育
分
野
の
活
動 

３ 経営の重点 

☆ 信頼される園・学校

づくりの推進 

 

（１） 開かれた園・学校づくりの推進 

① 学び合う授業研究を計画的・継続的に行う。 

② 積極的な情報公開を行う。 

③ 地域の教育機能の積極的な活用を図る。 

・学校経営方針（学校・園づくりビジョン）の保護者や

地域の方への周知（幼小中） 

・ＨＰ、学校便り等による情報発信の充実（幼小中） 

・保幼小中連携にかかわる公開保育・公開授業の実施 

・学校開放（オープンスクール等）の実施 

・地域の教育力を活用した、教育活動の実施（幼小中） 

（２） 人材育成の推進 

① 教職員自らが資質・能力の向上に取り組める環境を設定する。

② 教職員の課題に応じた研修会を実施する。 

・教職員育成支援システムの活用（小中） 

・川越町教育研究員制度等を活用した自主研修の実施 

（幼小中、研究員１５名） 

・教職員の課題に応じた研修会の実施 

（３） 安心･安全な環境整備の推進 

① 安全で楽しく過ごせる園・学校施設の改善を図る。 

② 警察や関係機関と連携した安心な園・学校づくり推進を図る。

③ 地域と連携した未然防止策の推進を図ること。 

④ 教職員の危機管理意識の向上と各園･校の危機管理マニュアル

の日常的な見直しを図る。 

・警察や関係機関と連携した防災・防犯教室の実施 

（幼小中） 

・登下校における、スクールサポート等の活用（小） 

・「絆ネット」を活用した不審者情報等の発信（幼小中） 

・校区安全マップを活用した安全指導の実施 

・学校施設（危険箇所の修繕など）の改善（幼小中） 

・危機管理マニュアルの作成と見直し（幼小中） 

（４） 学校経営手法の定着 

① 学校教育ビジョンを策定し、その実現のための積極的な教育活

動の推進を図る。 

②  保護者や子どもからのアンケートを活用しながら，「学校自己

評価」の取組推進と結果の公表と活用を図る。 

③ 「学校関係者評価」の実施と園・学校経営改善の推進を図る。

・「川越町教育基本方針」の町研修会での周知（幼小中） 

・「学校（園）づくりビジョン」発表会の実施（幼小中） 

・「学校（園）づくりビジョン」に基づく、具体的で積極

的な取組の推進 

・学校自己評価による改善点検討と、改善策の立案 

・学校関係者評価による学校経営改善策の検討（幼小中） 
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№ 施    策 目       標 達  成  指  標 

Ⅲ 

社
会
教
育
分
野
の
活
動 

１ 人づくり・ 

まちづくり 

（１） 明るい家庭，住みよい地域社会づくりの推進と青少年の健全育

成の充実 

① 標語を十分な協議のうえ策定する。（共通理解を図る） 

② 標語の趣旨の啓発内容・方法を工夫する。 

③ 標語の趣旨を各施策内容に反映させる。 

④ 子育てや青少年健全育成について町民意識を向上させる。

・社会教育委員会にて、「あいさつ・声かけ運動」の更なる

普及方法等の検討（５回） 

・非行防止補導活動の実施(年１５回) 

・「子ども１１０番の家」と関係者交流会議の開催(３地区) 

・地域総合型クラブＦＡＧにて体験事業の実施 

・三世代交流事業の実施(１０地区) 

２ 学び合うまち 

（１） いつでもだれもが学べる生涯学習の推進 

① 町民の「学ぶ楽しさ感」を十分把握する。 

②「学ぶ楽しさ感」を周知する広報内容・方法を工夫する。 

③「学ぶ楽しさ感」を町民に届ける。 

・中央公民館を中心に高齢者から小学生までを対象とした講

座開設(２１教室)を行い、満足度８０％を達成 

・講座等の活動の様子の、回覧等による啓発，ホームページ

への掲載 

・愛好会新規会員募集の支援 

・川越富洲原駅構内ショーケースに、愛好会等の作品の展示 

・文化祭における発表の実施 

・魅力ある図書室経営の工夫(蔵書冊数５１，０００冊,貸出

冊数６５，０００冊) 

・読み聞かせ･お話の会の開催(２４回) 

・図書館等複合施設の建設に向けて、基本設計、実施設計の

実施 
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№ 施    策 目       標 達  成  指  標 

Ⅲ 

社
会
教
育
分
野
の
活
動 

３ 思い合うまち  

（１） 心豊かで活力と連携に満ちた地域づくりの推進 

① 参加体験型等の人権学習会の内容・方法を工夫する。 

 ② 学習会への参加者からのアンケート結果を生かし改善する。 

 ③ 町民の人権意識を向上させる。 

・人権･同和教育推進協議会役員会の開催(３回) 

・参加型人権･同和学習会を実施(５回)し、その際のアン

ケートにて、参加者の人権意識向上８０％を達成 

・三重県人権・同和教育研究大会へ参加(２４名)し、そ

の際のアンケートにて、参加者の人権意識向上８０％

を達成 

４ 文化の薫り 

高いまち 

（１） 文化芸術に親しむ機会の充実，文化遺産の保存と継承 

①「わくわく感」を味わうことができる機会を工夫して実施する。

②「ふるさと感」を味わうことができる機会を周知する広報内容・

方法を工夫する。 

③「わくわく感」，「ふるさと感」を味わうことができる機会の 

情報を町民に届ける。 

・町指定文化財｢石取祭｣｢足上げ祭｣｢いもち｣の保存･改修 

・あいあいホールの自主事業の開催(１０回)を行い、満

足度８０％を達成 

・図書館等複合施設の建設に向けて、基本設計、実施設

計の実施 

５ 心身ともに 

健やかなまち 

（１） スポーツの振興と健康で心豊かなまちづくりの推進 

① 町民の「運動する楽しさ感」を十分把握する。 

②「運動する楽しさ感」を周知する広報内容・方法を工夫する。 

③「運動する楽しさ感」を町民に届ける。 

・ホームページ、回覧等による情報の提供 

・体育協会、スポーツ少年団、地域総合型クラブＦＡＧ

の昨年度並みの活動の維持 

・レクリエーション、ソフトテニス教室、ハイキング等

の開催(５回)をし、参加者の満足度８０％を達成 

・各活動への講師の派遣（１５回） 

 



取組内容 取組結果 評価

① 定期的・計画的な
開催を図る。

・定期開催日の設定
（年間計画作成）

・毎月第３水曜日を基本に、定例委員会の開催日を設定（年間
計画表に記載して事前に配布。）

A

② 必要に応じて速や
かに開催する。

・毎月の定例会開催
（年12回）

・年間１２回の定例会を、予定通り開催。 A

・臨時委員会の、適切
かつ迅速な開催

・緊急に検討を必要とする事案が発生した際に、臨時委員会を
３回開催した。

A

①　議案や議題を事前
に通知する。

・重要事項の議案を
事前通知

・各委員会毎に、議案、議題等を事前に通知。
（個人情報に関わる資料は事前配布していない）

B

② 町長等との懇談会
を実施する。

・町長との懇談会の実
施（年1回）

・教育課題や学校の様子についても報告は行ったが、意見交
換の場は、未設定であった。

C

・校園長会との合同開
催

・１２回の定例会すべてを、合同で開催。 A

・当面の重要課題につ
いての協議の実施

・「いじめ」や「体罰」、教育基本方針の改訂、幼小中の建屋の
拡充・建替等の重要課題について、十分に協議を行った。

A

① 町広報紙やＨＰを
利用した広報活動を実
施する。

・川越町教育基本方針
に基づく、学校・園の
活動紹介する記事を広
報誌へ掲載（年２回）

・広報『かわごえ』に、北小学校の「読書活動（学ぶ意欲の育
成）」、南小学校の「無言清掃の取組（挑戦の場の設定）」、中学
校の「保育実習（キャリア教育の推進）」の記事を掲載。但し、よ
り計画的な掲載を図る必要があった。

B

・『川越町教育基本方
針』『教育委員会の点
検と評価』をＨＰにて
公開

・『川越町教育基本方針』、平成２３年度の『教育委員会の点検
と評価』を、ＨＰにて公開。但し、強調したい点などについて表
現の工夫が必要であった。

B

（２）　議事録の
開示・公開の実
施

① 開示請求に応じて
議事録を開示する。

・開示請求に応じて議
事録を開示

・議事録の開示請求に応じて、開示。
（請求件数は年間１５回）

A A きちんとなされている。 A
・今後も適切な開示を行
います。

① 県教委、市町村教
委の研修会等へ積極的
に参加する。

・県教育委員会主催の
研修会等への参加

・三重県市町教育委員会連絡協議会主催の講演会に、教育委
員全員が参加。「三重の教育談義」は中学校文化祭と日程が重
なった為、教育長のみ参加。

B

・県外で開催の研修会・
研究協議会への参加、
先進施設等への視察の
実施（年1回）

・岐阜県安八郡神戸町役場にて保幼一体化に係る説明を受
け、神戸幼児園を見学し、名古屋市立笹島小中学校への視察
を実施。

A

① 各校・園のオープン
スクール、行事等へ積極
的に参加する。

・オープンスクール，
行事等への参加（各委
員年５回）

・各校・園の入学(園)式、卒業(園)式、運動会、オープンスクー
ル等に、各委員が５回以上参加。

A

② 教育委員会（会
議）を、各校園で実施
する。

・教育委員会としての
訪問(各校園1回)

・教育委員会を、各校園で開催（各１回）その際に、授業の様子
などを見学。

A

（２）　教育施設
訪問の充実

① 各校・園や関連施
設の状況を把握し、改
善を促す。

・学校･園や関連施設
等の訪問と改善点の指
摘

・各校園を視察、見学した際に、施設の状況を点検し、委員会
の場で意見交換を実施。

B B
教育委員が学習環境を体
感することは、重要であ
る。

B
・より積極的な意見交換
の実施を目指します。

Ⅰ

教
育
委
員
会
の
活
動

A

Ⅸ　点検・評価

A

C

B B

A A

A A

・教育委員、校園長の合
同会議は今後も継続し、
教育課題等について、積
極的に協議します。

・町長との懇談会を確実
に開催します。

・今後も様々な研修会等
へ課題意識を持って参加
し、町全体の教育推進や
改善につなげます。

４ 学校及
び 教 育 施
設 の 状 況
把握

（１）　学校訪問
の充実

教育委員がいろいろな機
会に学校訪問しているの
はとてもよい。

・今後も各校園のオープ
ンスクールや行事等へ、
教育委員等が積極的に参
加できるよう努力しま
す。

３ 教 育 委
員 の 自 己
研鑽

（１）　研修会等
への参加の推進

当町の教育課題解決に資
する為の目的をもった視
察であったのでよいと思
う。研修は重要であるの
で、今後も継続を望む。

B

今後の対応№ 施　　　　策
平成２４年度　自己点検・評価

学識経験者の意見
評価
結果

１ 教育委
員 会 の 会
議 の 運 営
状況

きちんと開催されている
のでよい。

教育委員会と校園長会との
合同会議で、学校での報告
が細かくなされ、教育委員
の意見が学校長・園長に直
接、届くことは有意義であ
る。しかし、町長との懇談
会が２年連続でなされな
かったのは残念。PTAはじ
め現場の声が町長や教育委
員に伝わる仕組みを求め
る。

目　　　　　　　標

・教育委員会の組織や中身
を理解していただく方法に
ついて検討します。
・平成２５年度、重点課題
として、「家庭学習の定
着」「ていねいな言葉づか
いの定着」を設定し、Ｈ
Ｐ・広報等を通して、保護
者や地域へ発信します。

（１）　教育委員
会会議の適切な
開催の推進

（２）　教育委員
会会議の運営上
の工夫

（１）　広報活動
の充実

２ 教育委
員 会 活 動
の 保 護 者
や 地 域 住
民 へ の 情
報発信

・国でも議論が始まったが
教育委員会の組織や中身が
町民によくわからないとい
うことが問題である。
・教育基本方針についての
町民の関心は薄い。平成２
５年度からの改訂により、
ポイントを絞った住民への
アピールを望む。より具体
的な教育活動の工夫につい
て、もっと広報が必要であ
る。

・定期的な開催を継続
し、さらに計画的で効率
的な開催を目指します。

③　当面の教育課題
（学校教育・社会教
育）について協議す
る。
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取組内容 取組結果 評価

① 言語力の育成をめ
ざした指導の充実を図
る。

・朝の読書活動の実施
（小中）

〔北〕約２週間の期間で、年２回実施。
〔南〕約２週間の期間で、年３回実施。
〔中学〕定着してきている。落ち着いた雰囲気の醸成（生徒指導
上の問題）や、時間確保等で課題が残る。

B

② 基礎的・基本的な
学力の定着を図る。

・児童・生徒の自己評価
において、「読書に意欲
的に取り組めた」の項
目が前年度よりも向上
（小中）

〔北〕69％⇒70.9％に向上
〔南〕読書週間、授業内で図書の時間の設定、低学年の読み聞
かせ（Ｓタイム）等で、意欲的に取り組めた。
〔中学〕評価項目の設定はないが、生徒・保護者とも自己評価は
向上している。

B

③ 学び合う授業の構
築を図る。

・ＣＲＴ〔学力調査〕
等の実施（小２-６
年・中１-３年）

〔北〕結果について研修委員会で分析した。
〔南〕各学年で結果を考察した。
〔中学〕定点での比較だけでなく、同じ生徒の変化を追跡分析
できるようになり、課題が明確になった。

A

④ 家庭学習の定着を
図る。

・教職員の自己評価「Ｃ
ＲＴの結果を十分に分
析し、授業を改善するこ
とができた」が前年度よ
りも向上

〔北〕国語・算数とも、やや向上した。
〔南〕各学年で結果を考察し、基本的な漢字・計算練習を繰り返
し、弱い項目の授業を工夫して取り組んだ。
〔中学〕研修委員会で結果を分析して、４人グループを活用し
た、授業改善に活かすことができた。

A

・学校自己評価におけ
る学力向上に関する項
目の評価値が、前年度
よりも向上（小中）

〔北〕64％⇒73.6％に向上。
〔南〕計算・漢字の項目、87.5％⇒82.5％とやや下降。
〔中学〕教師の数値は上がっているが、生徒・保護者の数値は
下がっている（特に１年生）。

B

・家庭学習習慣定着へ
向けた、具体的な啓発
活動の実施（小中）

〔北〕家庭学習の手引きを各学年毎に発行
〔南〕学年×１０分。音読、漢字、計算に取り組むことを学校全体
として確認し、学年通信等でも伝えた。
〔中学〕家庭学習のための基礎教材を提示しているが、まだまだ
定着が十分でない。

B

① 人権・同和教育を
中心にすえた教育活動
の充実を図る。

・人権教育に係る研修
会の実施（幼小中年３
回）

〔幼〕研修テーマを人権と関連付け２回実施。
〔北〕全体研修会、夏季研修会で、３回実施。
〔南〕年４回の研修会を実施。
〔中学〕北勢同研の取組の中で、数多く実施できた。

A

② 体験活動の充実を
図る。

・学校や園における、お
互いに「大切な存在」で
あることが認め合える
体験活動の設定と充実
（小中）

〔北〕学級活動、学校行事等で、一人ひとりの存在を、認め合う
活動を重視した。
〔南〕「きくことは、相手を大切にすること」という共通理解で、
日々の授業・活動を実践。
〔中学〕４人グループの活動を中心に実践。

B

③ 道徳的実践力の育
成を図る。

・人権意識調査（学校自
己評価等）における「い
じめは許さない」の項目
で９０％達成（小中）

〔北〕85.0％⇒85.1％の微増にとどまった。
〔南〕９０％を達成できた。
〔中学〕「理由があれば仕方がない」といった意見の生徒が、依
然として約２０％存在することが課題。

B

④ 規範意識と自己指
導能力の育成を図る。

・児童生徒の問題行動
報告件数の減少（小
中）

〔北〕減少傾向にある。
〔南〕昨年度よりも報告件数は少数にとどまった。
〔中学〕発生件数は減少している。（まだまだ生徒指導上の課題
は多い。）

B

１　指導の
重点
☆一人ひ
とりが大切
にされる教
育の推進

学
校
教
育
分
野
の
活
動

Ⅱ

B

今後の対応

（１）　確かな学
力の育成＜知
識・技能・知恵＞

学び合う授業の構築につ
いて、子ども達が関わり
あって学ぶ共同学習は効
果が期待できるものであ
るので、中学校に限ら
ず、小学校や就学前教育
にも工夫が浸透していく
ことを期待したい。
CRTのようなテストを毎
年、継続して実施して、
客観的な指標を得ること
はよい取組である。
町民は児童生徒の学力低
下に危機感を抱いている
状況がある。家庭学習の
定着のために保護者の意
識改革が必要である。

・児童生徒が本に親しむ
機会を増やせるよう、各
校園への働きかけや支援
を行います。

・ＣＲＴや全国学力・学
習状況調査等の結果を分
析し、授業改善や具体的
な取組につなげます。

・学び合う授業の構築を
目指し、就学前教育から
の取組を働きかけていき
ます。

・家庭学習の定着につい
ては、各校園、保護者、
地域等、町全体で意識し
て取組を進められるよ
う、発信していきます。

（２）　豊かな心
の育成　＜思い
やる心・感動す
る心＞

人権意識調査において、
「いじめは理由があれば
仕方がない。」という意
見の子どもが多いこと
に、危機感をもつべきで
ある。児童生徒の人権意
識改革への取組は緊急の
課題である。

・国等の委託事業を受
け、人権教育の充実に向
け、今後も継続して取組
を進めます。
・学び合う授業の構築を
図ることで、自己有用感
の高まる体験活動を充実
させます。
・体験して学ぶ場の設定
に、積極的に取組ます。
・人権教育カリキュラム
を作成し、人権教育を推
進していく中で、道徳的
実践力の育成を図りま
す。

B

B Ｃ

№ 施　　　　策 学識経験者の意見目　　　　　　　標
平成２４年度　自己点検・評価 評価

結果
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取組内容 取組結果 評価

① 学び続ける意欲を
引き出す授業をつく
る。

・学習における「挑戦
する場」の設定（小
中）

〔北〕国語科において、『視写』『音読』を設定し、子どもたちは意
欲的に取り組めるようになった。
〔南〕漢字、計算スキルの活用。算数授業開始時の計算練習。
計算カードの活用（タイム測定）
[中学]「学びをあきらめない」を合言葉に、すべての授業におい
て「４人グループ」を活用することで、自ら意欲的に学びに参加
する『挑戦の場』を設定した。

A

② 主体的に粘り強く
取り組む活動の推進を
図る。

・チャレンジカード等
の、子どもの活動を促
し意欲を高める手立て
の実施（幼小中）

〔幼〕身体を十分に使って活動できるよう、運動の場面では、
チャレンジカードを積極的に活用し、園児の意欲の向上につな
げることができた。
〔北〕縄跳びカード、チャレンジマラソンカード、水泳泳力カード
を児童に配布し、意欲の向上を図った。
〔南〕学習や運動で、学習カードを活用。その他に、音読カー
ド、自分みがきキラキラシート、自学がんばりカード等、意欲を高
めるために振り返りカードを活用。
〔中学〕部活動等への、自主的・意欲的な参加、及び内面的な
挑戦について生徒に呼びかけているが、具体的な手立てが不
足している。

B

③ 目標に準拠した評
価の確実な実施を図
る。

・児童生徒が、自分の
将来について考える機
会となり、学習意欲の
向上につながるキャリ
ア教育の実施（小中）

〔北〕キャリア教育の全体計画が未作成で、系統だった取組がで
きなかった。
〔南〕図工「将来の私」立体作品の制作（６年）総合的な学習の
時間「２分の１成人式」の取組（４年）等、自分の将来を考える活
動を実践。
〔中学〕進路指導・職業体験の際に、キャリア教育を意識した指
導が実践されるように、なってきている。

B

④ 学習する意義と学
習方法の指導の充実を
図る。

・評価の見直しにかか
わる研修会の実施（小
中）

〔北〕単元に入る前に、学年で評価基準を検討。
〔南〕年度始めに連絡表の検討を毎年実施している。年度末に
は、来年度に向けて検討を進めた。
〔中学〕学年単位で評価の見直しを実施する中で、評価の意義
やねらいについて討議することができた。

A

・学校自己評価の中の
学習意欲に関する項目
の評価値が、前年度よ
りも向上

〔北〕〕64％⇒70.6％と向上した。
〔南〕ほぼ前年度と同数値であった。
〔中学〕教師の数値は上がっているが、生徒・保護者の数値は
下がっている（特に１年生）。

B

B

№ 施　　　　策 目　　　　　　　標

（３）　学ぶ意欲
の育成　＜学び
続ける意欲・挑
戦する意欲＞

Ⅱ

学
校
教
育
分
野
の
活
動

１　指導の
重点
☆一人ひ
とりが大切
にされる教
育の推進

B

各校園の取組について、
よい点、効果の上がった
点について、お互いに取
り入れて、切磋琢磨を期
待する。
キャリア教育が指導の重
点の柱のひとつとなって
いるが、この視点により
学校教育を見つめなおす
ことはたいへん重要であ
り、保幼小中での連携に
おいて行うことは効果が
あることであるので、
もっと重点化した取組と
しての評価項目の見直し
も必要ではないかと考え
る。

・挑戦する場の積極的な
設定により、学ぶ意欲や
粘り強く取り組む力を育
みます。

・かかわり合いながら意
欲的に学ぶ授業づくりを
進めます。

・様々な研修会や会議等
の場において、各校園が
取組を情報交換し、より
よい取組を目指します。

・町として、系統的な
キャリア教育の取組が進
められるよう努めます。

平成２４年度　自己点検・評価
学識経験者の意見

評価
結果

今後の対応
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取組内容 取組結果 評価

① 運動（遊び）の生
活化を図る。

・運動（遊び）の始ま
る環境の設定（幼小
中）

〔幼〕様々な運動用具を、園児が自由に、使いやすいように配置
するよう心がけた。遊具点検を実施した。
〔北〕運動用具の点検及び整備、各学級へ配布。
〔南〕運動施設の点検を毎月実施し、必要に応じて修繕を行っ
た。また、なわとび練習台を増やした。
〔中学〕部活動に生徒が自主的・意欲的に取り組めるよう、一斉
開始等モラル向上に努力工夫を行った。

A

② 保健・体育の授業
の充実を図る。

・運動のねらいを明確
にした授業等の実施
（小中）

〔北〕縄跳びカード、チャレンジマラソンカード、水泳泳力カード
を児童に配布して意欲を持たせた。
〔南〕長縄チャレンジ、かけあしチャレンジの実施。チャレンジ
カードの活用を行った。
〔中学〕保健体育の授業において、カードや記録票など、成果を
個々に返す取組が実践できた。授業のなかで生徒の出来映え
を評価する形成的評価や生徒個々が記録をファイリングする
ポートフォリオ評価等で、運動のねらいを伝えることができた。

A

③ 自らの健康を管
理・改善する資質や能
力の育成を図る。

・生活習慣確立のため
の啓発（「早ね・早お
き・朝ごはん」等）の
実施（幼小中年１回）

〔幼〕壁面掲示物を製作・展示して、啓発した。
〔北〕養護教諭による保健指導、各学級担任による学級指導を２
回実施。
〔南〕啓発のための掲示物を作成し、保健室前等に掲示。長期
休業前には、指導を実施。給食指導の一つとして「かみかみ週
間」を設定した。
〔中学〕日々呼びかけているが、基本的生活習慣の養成と、家
庭教育との連携を推進する必要を感じている。

B

④　日常生活に生きる
安全教育の充実を図
る。

・安全（防災）教室、
避難訓練等の実施（幼
小中）

〔幼〕毎月、様々な災害を想定して、避難訓練を実施した。（津
波を想定した避難訓練は、年３回実施。）
〔北〕避難訓練３回、防災教室１回、引渡し訓練２回、防災土鍋
炊き出し体験１回を実施。
〔南〕避難訓練３回、救助袋訓練、全校引渡し訓練、防災土鍋
炊き出し体験を実施。
〔中学〕校内での訓練を３回実施。（地域と共に訓練を行う必要
性を感じている。）

A

・自転車のマナー向上
への具体的な取組の実
施（小中）

〔北〕交通安全教室実施。学校便りで保護者に啓発。
〔南〕交通安全教室３回（１年生１回、６年生２回）実施した。長期
休業前には、各クラスで指導を行った。
〔中学〕定期的（毎月）に、自転車のマナーについて指導し、地
域からの苦情は減少している。（まだまだ課題は継続している。）

B

・防災教育の実施（幼
小中）

〔幼〕身の安全を守るための方法を指導。先生の話をしっかりと
聞く、名前を呼ばれたら返事をすることについて徹底して指導。
〔北〕防災ノートを活用し、親子で防災について話し合い、防災
意識を高める取組を実施。
〔南〕地域に出て、防災マップの作成（６年生）、防災ノートを活
用した授業（各学年６回）を行った。
〔中学〕理科、家庭科等の授業において、「防災ノート」を活用し
た、防災教育を実施。

A

A

（４）　健やかな
身体の育成＜運
動を楽しむ力・健
康安全意識＞

№ 施　　　　策 目　　　　　　　標
平成２４年度　自己点検・評価

Ⅱ

学
校
教
育
分
野
の
活
動

１　指導の
重点
☆一人ひ
とりが大切
にされる教
育の推進

学識経験者の意見
評価
結果

今後の対応

A

川越町は地震津波の被害
が予想される地域である
ので、学校滞在時、登下
校時、自宅にいる場合等
あらゆる状況を想定した
訓練の実施が必要であ
る。

防災に関して、学校と地
域との連携はとても大切
なことであり、土鍋炊き
出し訓練など楽しさのあ
る活動を更に進めてほし
い。

自転車の運転マナーにつ
いて、新たに取組内容に
計上されたが、効果のあ
る講習会など工夫が必要
である。

・子どもたちが安心し
て、安全な学校（園）生
活が送れるよう、今後も
用具や施設の点検を定期
的に実施していきます。

・体力テストの結果等を
参考にし、ねらいを明確
にした保健体育の授業を
目指します。

・食育の充実を図りま
す。

・中学生と地域が連携し
た防災訓練の実施を目指
します。

・自転車マナーの改善が
進むよう、効果が上がる
取組の検討及び実施に努
めます。
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取組内容 取組結果 評価

① 校内研修活性化と
授業を中心にした研修
体制の確立を図る。

・教科研究にかかわる
研修会の実施（小中）

〔北〕全体研修会、学年部会を計画的に実施。
〔南〕体育科研修、英語研修、国語・音楽・図工の研修授業を実
施した。
〔中学〕全体研修において、一定の成果が得られた。

A

② 「学ぶ喜び」を実
感させる授業づくりの
推進を図る。

・指導主事等、外部か
らの助言者招聘（幼小
中）

〔幼〕外部の指導者による研修を、年１２回実施。
〔北〕全体研修会、学年部会のすべてに、指導主事を招聘した。
学力向上アドバイザーの助言も活用した。
〔南〕１２回、延べ１９名の指導主事等外部の講師に指導を受け
た。（授業改善アドバイサーを含む）
〔中学〕人権については、助言者を複数回招聘し、効果を得られ
た。（ただし、教科の面においては、十分でなかった。）

A

・三重郡教育部会によ
る授業力向上の取組
（小中）

〔北〕郡内の他町の学校の授業を参観し協議に参加することで、
指導力の向上を図った。
〔南〕三重郡の研修講座へ、１０名が参加。
〔中学〕CRTの分析、各教科部会での情報交換等で、一定の成
果を得られた。

B

① 生徒指導の充実の
推進を図る。

・生徒指導力向上にか
かわる研修会の実施
（小中）

〔北〕夏季校内研修会で、生徒指導をテーマに設定。
〔南〕ＱＵを読み取るための研修会を、２回実施。
〔中学〕本年度は、特別支援教育の観点から、生徒指導を見つ
め直す研修会を実施した。

A

② 学級づくりの推進
を図る。

・児童生徒についての
情報交換の実施（小
中）

〔北〕毎月曜の１６：００から、情報交換会を実施。
〔南〕毎月の情報交換会を実施した。必要に応じてケース会議を
実施した。
〔中学〕毎週の生徒指導の会議で、情報を交換を実施。毎月の
職員会議では、全職員で情報を共有した。

A

・ＱＵ調査において、
１回目調査の適切な分
析、２回目調査におけ
る児童生徒の満足度の
向上（小中）

〔北〕１回目の調査結果をもとに、各学年で学級づくりについて
検討、意見交換を実施し、2回目に学級満足度等が改善される
よう、取り組んだ。学級生活満足群の平均は１回目51.8％、２回
目52.8％と向上。
〔南〕１回目終了後に講師を招聘、２回目は各学年で分析した。
学級生活満足群の平均は、１回目４５．３％、２回目５２．０％と向
上。
〔中学〕学級満足度の向上だけでなく、否承認群の中に属して
いる、個別の課題を抱える生徒への対応についても検討するこ
とができた。学級全体の傾向を把握することで、学級指導上大
きな効果があった。

A

施　　　　策 目　　　　　　　標

Ⅱ

学
校
教
育
分
野
の
活
動

２　研修の
重点
☆　教師
の学びを
支える研
修の推進

A

A
（１）　学ぶ喜び
を実感できる授
業の推進

（２）　生徒指導
の充実と学級づ
くりの推進

№
平成２４年度　自己点検・評価

A

A

学識経験者の意見
評価
結果

今後の対応

すばらしい授業を見るこ
とが、教師の授業力の向
上に も有効であるの
で、教職員相互の授業見
学が積極的に行われるよ
うな工夫を期待したい。
教員自身が自らの授業力
について、客観的に認識
することは重要であり、
保護者も含め、外部指導
者等の感想・意見がその
教員に伝わり、改善がな
される仕組みづくりが必
要である。

・教職員が互いの授業を
見合いながら、授業力を
高める体制づくりに努め
ます。

・外部指導者を積極的に
招聘し、授業力を高める
ことを目指します。

Q-U調査は、いじめ対策
のツールとして有効との
ことであるが、調査結果
の分析が、どのような具
体的な取組に繋がったの
かがわかる指標となると
よい。
Q-U調査は、学力向上や
進路指導にも効果がある
と聞いているので、一層
の活用を期待したい。

・Q-U調査に関する研修
会を積極的に実施し、分
析の仕方や活用方法を学
び、生徒指導や学級づく
り等に生かします。

・情報共有を徹底し、組
織的な生徒指導が行われ
る体制づくりに努めま
す。
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取組内容 取組結果 評価

・町教委主催の教職員
研修会の実施（年２
回）

〔町〕夏季休業中に人権教育、１月に特別支援教育に関するＳＳ
Ｔについての研修会を実施。
〔幼〕〔北〕〔南〕〔中〕ともに、多数の教職員が参加し、全体的に
肯定的な感想が寄せられた。

A

・県，四日市市主催の
研修会への参加（幼小
中）

〔幼〕県幼稚園協会、四日市市主催の研修会に参加。
〔北〕長期休業中を中心に、積極的に参加できた。
〔南〕教員、支援員合わせて、延べ80人が参加した。
〔中学〕長期休業中を中心に、昨年度よりも自主的に研修に参
加する教員が増加した。

A

・保幼小中連携推進会
議（全教職員による合
同協議会年２回，担当
者会議［ＷＧ会議］年
３回）の実施

〔町〕川越中学校区教育懇談会との共催実施。
⇒年々、保幼小間、小中間の連携が進んでいる。しかし、まだま
だ整理すべき課題が多く残っている。
〔町〕ＷＧ会議を年2回実施。（第3回は実施できなかったため、
文章で重要な要件を連絡した。）
〔中〕小学校６年生対象の見学会、体験授業の実施。合唱交流
会等の実践が進展した。

B

・指導主事等、外部か
らの助言者の招聘（幼
小中）

〔北〕全体研修会、学年部会のすべてに、指導主事を招聘した。
学力向上アドバイザーの助言も活用した。
〔南〕三郡同において、「仲間づくり」をテーマに公開授業を実
施。その際に複数回、町の内外より指導主事を招聘し、助言を
受けより良い研修を実践した。
〔中学〕北勢同研の機会を通して、県教委、町教委の指導主事
に、多くの回数、助言を得ることができた。教科の面において
は、更に助言者を招聘する必要があると感じている。

A

・特別支援教育に係る
研修会の実施（町教委
主催年１回）

◇町教委主催で、特別支援教育に係る研修会の実施
〔北〕現状に即した内容であったと、肯定的な感想。
〔南〕校内独自でも講師を招聘し、２回全体研修会を実施した。
〔中学〕校内特別支援教育コーディネーターの資質を 大限に
活用して研修会を充実させ、全体の知識やスキルを高めること
ができた。

A

・生活支援員、学習支
援員を対象とした研修
会の実施

◇県教委から指導主事を招聘し、研修会を実施。
〔幼〕〔北〕〔南〕〔中〕ともに、各支援員が全員参加し、全体的に
肯定的な感想が寄せられた。しかし、更に個々の知識やスキル
を高めるための、具体的な研修について検討する必要がある。

B

№ 施　　　　策 目　　　　　　　標
平成２４年度　自己点検・評価

Ⅱ

学
校
教
育
分
野
の
活
動

２　研修の
重点
☆　教師
の学びを
支える研
修の推進

（３）　今日的教
育課題に対応し
た研修の推進

③　特別支援教育を推
進するための外部講師
を招聘した研修会の推
進を図る。

②　園・校の実情に応
じた特色ある教育活動
の推進のための外部講
師を招聘した研修を開
催する。

①　学ぶ意欲の低下、
人間関係の希薄化、規
範意識の低下、耐性の
欠如、自立性の不足、
自己中心性等に対応す
る教育活動の重点に関
する研修の推進を図
る。

A

・町として共通して取り
組む必要がある教育課題
を積極的に取り上げ、夏
季研修会等で研修を深め
ます。

・保幼小中の連携をさら
に進め、特別支援教育や
人権教育において、町と
して系統的な取組がなさ
れるよう努めます。

学識経験者の意見
評価
結果

今後の対応

A

特別支援教育は、特別支
援学級籍の子ども達の為
だけのものではなく、こ
の特別支援教育の観点で
通常学級の子どもを見る
ことが重要であり、更な
る研修の充実を望む。
今はインクルーシブの時
代で、特別支援教育は特
別支援学校に任せればい
いというものではないと
いうことを教職員が理解
する必要がある。その意
味で、川越町の取組は進
んでいると感じるが、更
に深めてほしい。
子ども達の社会性を身に
つけさせるソーシャルス
キルトレーニングの実施
も充実させていく必要が
あると考える。
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取組内容 取組結果 評価

① 学び合う授業研究
を計画的・継続的に行
う。

・学校経営方針（学
校・園づくりビジョ
ン）の保護者や地域の
方への周知（幼小中）

〔幼〕保護者に資料を配布。参観日に説明を実施。
〔北〕ＰＴＡ総会や学校ＨＰ、学校だよりにて、保護者に周知し
た。
〔南〕ＨＰ、学校だよりに掲載したり、ＰＴＡ総会等で保護者に説
明したりし、伝えてきた。
〔中学〕各種通信、学校ＨＰにて、周知した。

A

② 積極的な情報公開
を行う。

・ＨＰ、学校便り等に
よる情報発信の充実
（幼小中）

〔幼〕毎月の園だより、各クラスだより、臨時のお知らせで、必
要、及び重要な情報を発信。
〔北〕学校だよりを月に２号のペースで発行。学校ＨＰの充実（１
３０回更新）。
〔南〕行事や活動毎に、学校だより、ＨＰで発信。（HPは、昨年度
９１件に対して、今年度は９９件）
〔中学〕各種通信、学校ＨＰ（１００回更新）、学校公開日等で、保
護者や地域、学校への協力機関に対しての公開を、積極的に
実践することができた。

A

③ 地域の教育機能の
積極的な活用を図る。

・保幼小中連携にかか
わる公開保育・公開授
業の実施

〔北〕年間５回、公開授業を実施。
〔南〕すべての研究授業を公開授業として実施。三郡同や川中
懇での授業公開。
〔中学〕公開、参観とも実施したが、参加者が少なく、十分では
なかった。

B

・学校開放（オープン
スクール等）の実施

〔北〕学校公開日を３回実施。
〔南〕昨年度と同様５回実施。
〔中学〕学校公開日を３回実施。

A

・地域の教育力を活用
した、教育活動の実施
（幼小中）

〔幼〕地域のお年寄りとの活動（のべ４日）を実施。
〔北〕地域の方の体験（防災等）、地域の活動（鯉の放流等）に
ついて、お話を聞く機会を設定。
〔南〕クラブ活動、生活科・総合的な学習の時間にゲストティー
チャーとして招聘。地域（いきいきセンター等）との交流会の実
施。
〔中学〕地域食生活改善担当者を調理実習に招聘。くろがね作
業所との交流。ふれあい祭への参加等、着実に地域の教育力
を活用した活動が増えている。

A

① 教職員自らが資
質・能力の向上に取り
組める環境を設定す
る。

・教職員育成支援シス
テムの活用（小中）

〔町〕管理職対象に、討議形式の面談（期首、中間、 終）を実
施し、互いの意識の向上につなげた。
〔北〕期首面談、中間面談、 終面談をすべて実施。
〔南〕期首面談、 終面談の実施。２学期には、２回振り返りを実
施。
〔中学〕教職員が相互に研鑽し合えるシステムを目指している
が、職員全体の理解や実践が不十分である。

B

② 教職員の課題に応
じた研修会を実施す
る。

・川越町教育研究員制
度等を活用した自主研
修の実施（幼小中、研
究員１５名）

〔町〕各教職員に、自由にテーマを設定してもらい、研究すること
のできる、研究員制度を実施。
〔幼〕２名〔北〕５名〔南〕５名〔中〕３名が参加。研究報告を冊子に
して配布。

A

・教職員の課題に応じ
た研修会の実施

〔町〕夏季に人権教育、冬季に特別支援教育に関するＳＳＴの研
修会を実施。
〔北〕子どもの適切な叱り方、教職員の相互の関わり方について
の研修会を実施。
〔南〕英語研修、体育科研修、特別支援研修を実施。
〔中学〕特別支援教育に関する研修会を実施。

A

施　　　　策 目　　　　　　　標

（１）　開かれた
園・学校づくりの
推進

今後の対応

・保護者や地域の声を
フィードバックする仕組
みについて検討します。

・保幼小中の連携に関わ
る公開授業・公開保育へ
の参加者が増えるよう、
実施時期等を工夫しま
す。

・地域の教育力をさらに
有効に活用できるような
工夫・改善を行います。

・今後も教職員育成シス
テムを活用し、教職員一
人一人の具体的な改善に
つながるよう工夫しま
す。

・教職員のニーズに応じ
た研修会の実施を目指し
ます。

・教育研究員制度の積極
的な活用を支援します。

№
評価
結果

各学校のホームページの
更新回数が増えているこ
とはすばらしいことであ
るが、それを知っている
住民がどれだけいるかが
課題と考える。保護者宛
にも、ホームページを見
てもらうPRが必要であ
る。
学校は開いているつもり
でも、オープンスクール
等の状況を見ると保護者
の意識は低いと思う。学
校側の保護者への働きか
けに工夫を期待したい。

教職員育成支援システム
は、町や学校の教育目標
を意識して、教職員個人
の目標なりが設定される
とのことであるが、めざ
す方向を統一して、一丸
となって取り組む体制と
なることが望ましいと考
える。
今の子どもはメンタル的
に弱いところがあると感
じているが、適切な叱り
方をはじめとした子ども
への接し方についての教
職員研修は、継続的に行
う必要がある。

A B

A A

平成２４年度　自己点検・評価
学識経験者の意見

（２）　人材育成
の推進

Ⅱ

学
校
教
育
分
野
の
活
動

３　経営の
重点
☆　信頼さ
れる園・学
校づくりの
推進
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取組内容 取組結果 評価

① 安全で楽しく過ご
せる園・学校施設の改
善を図る。

・警察や関係機関と連
携した防災・防犯教室
の実施（幼小中）

〔幼〕警察官や消防署員を講師に、防犯・防災の話を聞く会を年
間３回実施。
〔北〕消防署員や防災コーディネーターを講師に、３・４年生で参
加体験型の防災教室を実施。
〔南〕防犯教室を１年生、３年生、５年生で実施。
〔中学〕携帯安全教室（１年）、薬物乱用防止教室（２年）、救急
救命法（１年）を実施。

A

② 警察や関係機関と
連携した安心な園・学
校づくり推進を図る。

・登下校における、ス
クールサポート等の活
用（小）

〔北〕１年生の下校時にサポートしていただいている。
〔南〕児童が安全に登下校するために、スクールサポーターの存
在は大変有効であった。

A

③ 地域と連携した未
然防止策の推進を図る
こと。

・「絆ネット」を活用
した不審者情報等の発
信（幼小中）

〔幼〕随時活用して、情報を発信した。
〔北〕不審者情報を、適時発信することができた。
〔南〕随時必要に応じて活用し、情報を素早く発信。
〔中学〕町内の情報を共有でき、有意義であった。

A

・校区安全マップを活
用した安全指導の実施

〔北〕校内安全マップに加え、各教室に津波ハザードマップを掲
示し、意識を高める取組を実施。
〔南〕学活、道徳等の時間に活用。
〔中学〕年度初めの町別集会にて活用。

A

・学校施設（危険箇所
の修繕など）の改善
（幼小中）

〔幼〕随時点検、及び修繕を実施できた。
〔北〕随時点検を実施し、その都度修繕を行った。
〔南〕月１回、全教職員が担当箇所を安全点検し、危険箇所の
修繕を実施した。
〔中学〕随時点検･修繕を行っているが、完全に改善できていな
いものが残っている。

B

・危機管理マニュアル
の作成と見直し（幼小
中）

〔幼〕年度初めに作成したが、内容が不十分であったため、年度
途中に見直しを行った。
〔北〕年度初めに内容の見直しを実施。本年度は津波に対応す
る内容を、加筆。
〔南〕年度始めに検討し、作成した。
〔中学〕年度を通して、見直しを行った。訓練や実地体験がやや
不足している。

B

① 学校教育ビジョンを
策定し、その実現のため
の積極的な教育活動の
推進を図る。

・「川越町教育基本方
針」の町研修会での周
知（幼小中）

〔幼〕町研修会に参加した者が、他の職員に伝達した。
〔北〕転入者に対しての説明があったが、周知は十分でない。
〔南〕職員会議、研修会等で、説明した。
〔中学〕教職員に周知し、概ね理解を得られている。

B

② 保護者や子どもから
のアンケートを活用しな
がら｢学校自己評価｣の
取組推進と結果の公表
と活用を図る。

・「学校（園）づくり
ビジョン」発表会の実
施（幼小中）

〔北〕ＰＴＡ総会で保護者に周知。学校関係者会議にても説明を
実施した。
〔南〕教職員には、職員会議で周知し、保護者にはＰＴＡ総会、
学校だより等で説明し、伝えていった。
〔中学〕機会毎に、関係者に周知するよう取り組んだ。

A

③「学校関係者評価」
の実施と園・学校経営
改善の推進を図る。

・「学校（園）づくり
ビジョン」に基づく、
具体的で積極的な取組
の推進

〔幼〕〔北〕具体的な取組が、不十分であった。
〔南〕授業、行事において、子どもたちがチャレンジする場を、具
体的に設定した。
〔中学〕理念は浸透したが、実践の具体性が不十分。

B

・学校自己評価による
改善点検討と、改善策
の立案

〔北〕今年度の一番の課題は、読書活動の推進であると分析し、
来年度は読書タイムを導入することにした。
〔南〕職員会議、学校関係者会議で結果を検討し、来年度に向
けての方策を検討した。
〔中学〕予防的な生徒指導の実践について検討した。

A

・学校関係者評価によ
る学校経営改善策の検
討（幼小中）

〔幼〕評価をもとに、改善策を園で検討した。
〔北〕評価を受け止め、具体的な改善を検討した。
〔南〕結果をもとに、課題の検討を行った。
〔中学〕検討し、次年度つなげるよう努力した。

B

学
校
教
育
分
野
の
活
動

④　教職員の危機管理
意識の向上と各園･校の
危機管理マニュアルの
日常的な見直しを図
る。

（３）　安心･安全
な環境整備の推
進

（４）　学校経営
手法の定着

学識経験者の意見№ 施　　　　策 目　　　　　　　標
平成２４年度　自己点検・評価

Ⅱ

学校・園づくりビジョン
を具現化していく行動計
画は、教職員の各担当が
作成されるだろうが、そ
の行動計画が全教職員に
浸透し、力を結集してい
く方策について、工夫が
必要と考える。具体的で
積極的な取組が不十分で
あったのは残念であり、
来年度は反省を活かして
ほしい。
具体的な取組が、学校・
園づくりビジョンのどれ
に該当するのかをもっと
意識して行ない、その観
点で、学校自己評価を行
うときに、課題分析を行
ない、更なる具体的な取
組に繋げる体制ができる
とよいと考える。

A A

B B

警察、消防、防災コー
ディネーター等との日頃
からの連携は、重要であ
ることを意識してもらい
たい。

平成２４年度は国の通学
路の緊急合同点検もあ
り、通学路はかなり改善
が図られたが、保護者が
感じている児童生徒の安
全に関わることについ
て、PTA役員等が実際に
施工する担当部署と直
接、話ができる場の設定
等、取組がもっと進展す
るような手立ての工夫が
必要と考える。

・川越町教育基本方針に
ついて、小改訂された部
分を中心に、全教職員の
理解を進めます。

・学校自己評価について
の学校関係者評価の結果
をもとに、改善すべき点
等を明確にし、学校・園
経営の改善推進に努めま
す。

・今後も警察や消防と連
携した防犯・防災訓練の
実施に努めます。

・危機管理マニュアルに
ついて引き続き見直しを
図り、危機管理意識のさ
らなる向上を目指しま
す。

・校園長会議等を通じ
て、学校・園づくりビ
ジョンの進捗状況を確認
します。

今後の対応

３　経営の
重点
☆　信頼さ
れる園・学
校づくりの
推進

評価
結果
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取組内容 取組結果 評価

①　標語を十分な協議
のうえ策定する。（共
通理解を図る）

・社会教育委員会にて、
「あいさつ・声かけ運動」
の更なる普及方法等の
検討（５回）

・５回実施（「あいさつ実行人」登録の啓発、公共施設で
の新たな啓発物の設置、「あいさつ実行人」の新登録カー
ドの検討等）

Ａ

②　標語の趣旨の啓発
内容・方法を工夫す
る。

・非行防止補導活動の
実施(年１５回)

・１５回実施 Ａ

③   標語の趣旨を各施
策内容に反映させる。

・「子ども１１０番の
家」と関係者交流会議
の開催(３地区)

・５地区で開催 Ａ

④   子育てや青少年健
全育成について町民意
識を向上させる。

・地域総合型クラブＦ
ＡＧにて体験事業の実
施

・カヌー、ダイビング、フラダンスの体験事業実施 Ａ

・三世代交流事業の実
施(１０地区)

・１０地区で実施 Ａ

① 町民の「学ぶ楽しさ
感」を十分把握する。

・中央公民館を中心に
高齢者から小学生まで
を対象とした講座開設
(２１教室)を行い、満足
度８０％を達成

・２１教室を行い、満足度８９％ Ａ

②「学ぶ楽しさ感」を周知
する広報内容・方法を工
夫する。

・講座等の活動の様子
の、回覧等による啓発，
ホームページへの掲載

・各教室の様子をカラー印刷で各戸配布した。 Ｂ

③「学ぶ楽しさ感」を町民
に届ける。

・愛好会新規会員募集
の支援

・愛好会募集要項を作成し、町内回覧 Ａ

・ 川 越 富 洲 原 駅 構 内
ショーケースに、愛好会
等の作品の展示

・一月毎に作品を替えて展示 Ａ

・文化祭における発表
の実施

・３１団体が発表 Ａ

・魅力ある図書室経営
の工夫(蔵書冊数５１，０
００冊,貸出冊数６５，００
０冊)

・蔵書冊数50,845冊、貸出冊数66,441冊 Ａ

・読み聞かせ･お話の会
の開催(２４回)

・２３回開催 Ａ

・図書館等複合施設の
建設に向けて、基本設
計、実施設計の実施

・基本設計、実施設計完了 Ａ

Ａ

Ａ
２　学び合
うまち

№ 施　　　　策 目　　　　　　　標
平成２４年度　自己点検・評価

学識経験者の意見
評価
結果

今後の対応

「子ども１１０番の家」
の会議はとても有意義で
あるが、学校とタイアッ
プした取組ができないか
と考える。
三世代交流事業は、防災
における地域の連携とい
う意味でも重要と思う。
防災という視点で三世代
交流事業の在り方の工夫
も望まれる。

Ａ

・「子ども１１０番の
家」と関係者の交流会と
地区懇談会のタイアップ
について、町民会議を中
心として学校教育課及び
各学校と検討を行いま
す。

・三世代交流事業は子ど
もと地域の大人の交流を
通じて、地域の絆を深め
ることを目的とし実施し
ており、事業の目的とす
る範疇において防災とい
う視点の在り方につい
て、町民会議において検
討を行います。

（１）　いつでもだ
れもが学べる生
涯学習の推進

町民は何を望んで、各種
講座等に参加しているの
か、そのニーズをつかむ
ことが重要である。ま
た、満足度を上げる手立
ての工夫、実施上の具体
的な改善点について、記
載があると、年々の取組
の経緯がよくわかる。
社会教育分野では、町民
のアイデアを拾い上げる
ことが、文化の充実に繋
がり、町民の満足度の向
上になると考えており、
その点を意識した施策を
望む。
図書館等複合施設への町
民の期待は大きく、川越
町の特色が出るような内
容の工夫を望む。

Ａ

・各種教室などの事業参
加者に対してアンケート
調査を行っております。
今後も町民のニーズを適
切に把握し、より多くの
人が「学ぶ楽しさ感」を
実感できる事業実施に努
めます。

・取組内容、改善点など
の記載について検討を行
います。

・川越町図書館等複合施
設基本構想・基本計画に
基づき、「学び・育み・
つながる　出会いの広
場」を目指し、町民が訪
れやすい暖かで気軽な施
設の実現に努めます。

Ⅲ

社
会
教
育
分
野
の
活
動

（１）　明るい家
庭，住みよい地
域社会づくりの
推進と青少年の
健全育成の充実

１　人づく
り・まちづく
り
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取組内容 取組結果 評価

①　参加体験型等の人
権学習会の内容・方法
を工夫する。

・人権･同和教育推進
協議会役員会の開催
(３回)

・３回開催 Ａ

②　学習会への参加者
からのアンケート結果
を生かし改善する。

・参加型人権･同和学習
会を実施(５回)し、その
際のアンケートにて、参
加者の人権意識向上８
０％を達成

・５回実施し、参加者の８８％が人権意識向上 Ａ

③　町民の人権意識を
向上させる。

・三重県人権・同和教
育研究大会へ参加(２
４名)し、その際のア
ンケートにて、参加者
の人権意識向上８０％
を達成

・２４名が参加し、参加者の８３％が人権意識向上 Ａ

①「わくわく感」を味
わうことができる機会
を工夫して実施する。

・町指定文化財｢石取
祭｣｢足上げ祭｣｢いも
ち｣の保存･改修

・豊田・高松・豊田一色の山車修理費の補助実施 Ａ

②「ふるさと感」を味わう
ことができる機会を周知
する広報内容・方法を工
夫する。

・あいあいホールの自
主事業の開催(１０回)
を行い、満足度８０％
を達成

・１２回開催、満足度９１％ Ａ

③「わくわく感」、「ふるさ
と感」を味わうことができ
る機会の情報を町民に
届ける。

・図書館等複合施設の
建設に向けて、基本設
計、実施設計の実施

・基本設計、実施設計完了 Ａ

①　町民の「運動する
楽しさ感」を十分把握
する。

・ホームページ、回覧
等による情報の提供

・各種イベント情報をホームページ・ポスター・回覧にて
提供

Ａ

②「運動する楽しさ
感」を周知する広報内
容・方法を工夫する。

・体育協会、スポーツ少
年団、地域総合型クラ
ブＦＡＧの昨年度並みの
活動の維持

・昨年度並みの事業を実施 Ａ

③「運動する楽しさ
感」を町民に届ける。

・レクリエーション、ソフ
トテニス教室、ハイキン
グ等の開催(５回)をし、
参加者の満足度８０％
を達成

・５回開催し、満足度９５％ Ａ

・各活動への講師の派
遣（１５回）

・１６回派遣 Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ⅲ

社
会
教
育
分
野
の
活
動

（１）　心豊かで
活力と連携に満
ちた地域づくりの
推進

人権意識の向上には、地
道な広報活動と継続的な
事業の取組が必要であ
る。

Ａ
・今後も人権意識の向上
に向けて、継続的に取り
組んでいきます。

（１）　文化芸術
に親しむ機会の
充実，文化遺産
の保存と継承

今の子ども達に、伊勢湾
台風など川越町の歴史や
特色について、ぜひ知っ
てもらいたいと考えてお
り、図書館等複合施設の
資料展示に期待してい
る。

Ａ

・図書館等複合施設にお
いて、伊勢湾台風に関連
する資料の展示などを計
画していきます。

（１）　スポーツの
振興と健康で心
豊かなまちづくり
の推進

３　思い合
うまち

４　文化の
薫り高いま
ち

５　心身と
もに健や
かなまち

スポーツ界で活躍する町
出身者もおり、トップア
スリートを講師として招
聘するなど、子ども達の
刺激になるような事業の
展開も期待したい。

Ａ

・子ども達に運動する楽
しさが実感できるような
事業について、検討を行
います。

№ 施　　　　策
評価
結果

今後の対応目　　　　　　　標
平成２４年度　自己点検・評価

学識経験者の意見
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総 評  

 

 『平成２４年度教育委員会の点検と評価』については、施策や

目標の全般において、設定した達成指標を概ね達成することがで

きており、様々な活動や取組が適切に行われていると言える。 

しかしながら、学校教育及び社会教育において実際に行われて

いる活動や取組が、子どもたちや保護者、地域の方を含む町民に

とって、充実し満足できるものであるかどうかを把握することは

大変難しい。そこで、教育委員会の多様な活動を見つめなおし、

取組の重点化を図ることで、成果のより詳細な検証を可能にする

等の改善も必要である。また、広く町民の声をフィードバックす

る方策の更なる創案が課題である。 

今後、子どもたちや町民が、学校・園や町内において、学ぶこ

とや運動することの「楽しさ」を実感できる町となるよう、教育

委員会自身が、様々な活動や取組について、更なる検討や改善を

進めていくことが必要であると考える。 
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